
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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長野信用金庫　すかい
「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラー
にてご覧いただけます

■ 長野しんきん 月例調査レポート
■ 企業アンケート 2023年の「経営見通し」③
■ インタビュー 変革期の経営ビジョン
■ 北信濃 明治時代の風景 （12）横山城跡
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北信濃に春の訪れを告げる風物詩、中野ひな市は３月末に開催されます。
土雛は粘土を素焼きして、色付けした素朴な人形。江戸時代に高価なひな人形を
買えない庶民に愛され親しまれました。以後、明治大正と北信濃の節句に、雛段を
飾ったのは、家の隆盛や子供の成長を願い、毎年ひな市で買ってきた土雛でした。
昭和になってこの風習は廃れてしまいますが、今日なお雪国の風土に溶け込んだ土雛
は、時代を超えて人々にぬくもりを届けます。
　『へな土の　雛も同じ　祭りかな』　一茶　八番日記　（注 : へな土は粘土のこと ）

中野土びな
鯛引き

（奈良久雄　作）

つちびな

ひいな

りゅうせい

すた

と　き











0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

0
10
20
30
40
50
60
70

0

10

20

30

40

50

60

70

46.7
41.7 45.1 42.2 39.5

55.3
45.3

55.3

6

業界の市場の将来性　「拡大する」が５％、「縮小
する」が32％、「横ばい」が45％となり、昨年に比
べ「拡大する」は＋１㌽、「縮小する」は＋３㌽とな
っています
重点的な経営課題　昨年に比べ「人材の確保・育
成」（52％）は＋１ポイ

ント、「事業の販路・市場拡大」（36
％）は＋６ポイ

ント、「製品・サービスの高付加価値化」（32
％）は＋７ポイ

ント、「設備投資（老朽設備の更新）」（21％）
は＋３ポイ

ント、「経費削減による収益力強化」（20％）は
▲７ポイ

ント、「新たな収益源の確立」（18％）は▲７ポイ
ント、

「資金調達・資金繰り改善」（12％）は▲２ポイ
ント、「新た

な仕入先の開拓」（12％）が加わり、ここまでが２ケ
タとなっています。

「業界の市場の将来性をどのように認識してい
るか」を聞きました。
　45％の企業は「市場規模は横ばいで進む」と答え
ていますが、32％の企業が「縮小する」と答え、
「拡大する」は５％に過ぎません。これは昨年に比
べると、「拡大する」が＋１㌽、「横ばい」が▲10

㌽、「縮小する」が＋３㌽となりました。
　従業員規模で見ると、30人未満は30人以上より
「拡大する」が３㌽高く６％、「横ばい」が５㌽高く
47％、「縮小する」が８㌽低く30％です。30人以上
は30人未満より「拡大する」が３㌽低く３％、「横
ばい」が５㌽低く42％、「縮小する」が８㌽高く38
％となっています。

◇４業種（前年比・全産業比）
　製造業　前年比「拡大」は▲５㌽の４％、「横ば
い」は▲11㌽の45％、「縮小」は＋７㌽の31％とな
り、低下しました。「拡大」は他業種に比べ最も低
く、「縮小」はサービス業に次いで低くなっていま
す。
　建設業  前年比「拡大」は＋３㌽の５％、「横ばい」
は▲11㌽の42％、「縮小」は▲２㌽の34％となり、
やや改善しました。「拡大」、「縮小」はともに卸小
売業に次いで高くなっています。
　卸小売業　前年比「拡大」は＋７㌽の７％、「横
ばい」は▲10㌽の40％、「縮小」は＋１㌽の35％と
なり、やや改善しました。「拡大」、「縮小」はとも

に他業種に比べ最も高くなっています。
　サービス業　前年比「拡大」は▲１㌽の４％、
「横ばい」は▲８㌽の55％、「縮小」は＋８㌽の30％
となり、低下しました。「横ばい」は他業種に比べ
最も高く、「縮小」は他業種に比べ最も低くなって
います。

　「今後、重点的に取り組みたい経営課題は何か｣
を聞きました。
　上位５項目を見ると「人材の確保・育成」（52％）、
「事業の販路・市場拡大」（36％）、「製品・サービス
の高付加価値化」（32％）、「設備投資（老朽設備の
更新）」（21％）、「経費削減による収益力強化」（20
％）となっています。
　従業員規模で見ると、30人以上で「人材の確保・
育成」（57％）が６㌽、「製品・サービスの高付加価
値化」（47％）が20㌽、「事業の販路・市場拡大」（42
％）が７㌽、「老朽設備の更新」（27％）が７㌽、「新
たな収益源の確立」（25％）が９㌽、「生産拡大や新
分野進出｣（８％）が７㌽、30人未満より上回って
います。30人未満で「新たな仕入先の開拓」（14％）
が７㌽、「新規事業分野への参入」（９％）が５㌽、
30人以上より上回っています。

◇４業種（全産業比） 　
　製造業　「老朽設備の更新」「新たな収益源の確
立」「生産拡大や新分野進出｣は他業種に比べ最も
高くなっています。他方「資金調達・資金繰り改
善」は他業種に比べ最も低くなっています。
　建設業　「人材の確保・育成」「経費節減による収
益力強化」は他業種に比べ最も高くなっています。
他方「製品・サービスの高付加価値化」「老朽設備
の更新」「生産拡大や新分野進出」は他業種に比べ
最も低くなっています。
　卸小売業　「事業の販路・市場拡大」「新たな仕
入先の開拓」「資金調達・資金繰り改善」「人件費
抑制・過剰雇用対策」は他業種に比べ最も高くな
っています。他方「人材の確保・育成」「経費節減
による収益力強化」「新たな収益源の確立」「新規
事業分野への参入」は他業種に比べ最も低くなっ
ています。
　サービス業　「製品・サービスの高付加価値化」
「新規事業分野への参入」は他業種に比べ最も高く
なっています。他方「事業の販路・市場拡大」「新
たな仕入先の開拓」「人件費抑制・過剰雇用対策」
は他業種に比べ最も低くなっています。
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業種別                                              
｢人材の確保・育成｣ 建設69％ / 卸小売42％
｢事業の販路・市場拡大」卸小売44％ / サービス32％
｢製品・サービスの高付加価値化」 サービス38％ / 建設19％ 
｢設備投資（老朽設備の更新）｣ 製造32％ / 建設6％
｢経費削減による収益力強化｣ 建設25％ / 卸小売12％

業界の市場の将来性
「横ばい」 30人以上42％

業種別
全業種が ｢低下｣

重点的な経営課題
｢人材の確保・育成｣ 52％ 
｢事業の販路・市場拡大｣ 36％
｢製品・サービスの高付加価値化｣ 32％
｢設備投資（老朽設備の更新）｣ 21％ 
｢経費削減による収益力強化｣ 20％
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業種別                                              
｢人材の確保・育成｣ 建設69％ / 卸小売42％
｢事業の販路・市場拡大」卸小売44％ / サービス32％
｢製品・サービスの高付加価値化」 サービス38％ / 建設19％ 
｢設備投資（老朽設備の更新）｣ 製造32％ / 建設6％
｢経費削減による収益力強化｣ 建設25％ / 卸小売12％

業界の市場の将来性
「横ばい」 30人以上42％

業種別
全業種が ｢低下｣

重点的な経営課題
｢人材の確保・育成｣ 52％ 
｢事業の販路・市場拡大｣ 36％
｢製品・サービスの高付加価値化｣ 32％
｢設備投資（老朽設備の更新）｣ 21％ 
｢経費削減による収益力強化｣ 20％







　今年度は、明治10年代に各町村が長野県に提出
した町村誌に描かれた挿絵を紹介します。今回は
明治15年（1882）ころできた『長野町誌』の横山城跡
の図ですが、不鮮明なため『水内郡古跡名勝絵図』
にある同じ図を使用しました。
絵を読む
　善光寺東側の、城山を描いた平面図です。右上
に「長野町　本城墟」と書いてあります。城山の丘
陵は仮寝が岡という風流な名前がありますが、城
跡は本城と呼ばれていました。現在は横山城跡と
いうのが正式です。
　左が北で、善光寺は下部の方角になります。左
側の方形の部分が本丸で、一段高くなっています。
右側（南側）の低い部分が二の丸です。実際にはさ
らに南北（両側）に曲輪が連なっているとされてい
ますが、ここには描かれていません。

（12）横山城跡

本丸跡 ⑴
　本丸跡は南北より東西の方がやや長い長方形で、
その外側には北側から東側にかけて空堀が描かれ
ていますが、現在はこうした構造は見られません。
　本丸内の北部に正方形に描かれているのは、健
御名方富命彦神別神社（城山県社・水内大社）の社
殿です。この神社は元は善光寺本堂の背後にあっ
た年神堂でしたが、明治初期の神仏分離令によっ
て善光寺から分離し、明治12年（1879）にここに神
社としてまつられました。江戸時代にはこの場所
に、毘沙門堂がまつられていました。
　社殿の南西（右下）にも小さな建物が描かれてい
ます。これは境内社の千幡社です。江戸時代には
ここに愛染明王がまつられていて、染め物業者な
どによって信仰されていましたが、毘沙門堂が神
社に置き変わったことにより、同様に神社となっ

たのです。
本丸跡 ⑵
　本丸跡の南東隅
（右上）にも建物が
描かれています。
単純に描かれた神
社とは違って、や
や複雑な建物のよ
うです。これは明
治天皇の行幸のた
めに明治11年（197
8）に新築された行
宮です。同年９月
９日午後、明治天
皇はここから善光
寺平の眺望を楽し
まれ、「佳き眺めや」
と仰せになったと
いうことで、この建物は「佳郷館」と名付けられま
した。しかし明治24年（1891）に焼失し、現存して
いません。
二の丸跡
　二の丸には善光寺方面から続く直線の道路が描
かれていますが、これは明治11年（1878）の明治天
皇の行幸に合わせて造られた道です。現在は東側
（上部）に延長されて掘りくぼめられ、二の丸を分
断していますが、本来の二の丸は水内大社から城
山公民館方面まで一続きの広い平面だったのです。
　二の丸の北東部に、大きな長方形の建物が描か
れています。これは料亭の四宜楼です。２階建て
の建物で、眺望を売り物にしていました。「四宜」
とは、春夏秋冬いずれも宜しいという意味です。
漢詩人の大窪詩仏（1767～1837）が書いた「信中第
一楼」という額を掲げていました。
横山城
　鎌倉時代の善光寺門前には、信濃の国衙や守護
所が置かれていました。横山城はそのための山城
として築かれたという説があります。南北朝時代
の至徳４年（1387）、村上頼国らが横山城に籠る守
護代の二宮氏泰を攻めるという合戦がありました。
　戦国時代には、上杉と武田が争った川中島の戦
いで使用されました。弘治元年（1555）の合戦では、
上杉謙信がここに陣を置き、犀川の南に陣を置く

武田信玄や旭山城に籠る栗田氏などに対抗しまし
た。横山城跡の毘沙門堂は、謙信が毘沙門天をま
つったことに始まるという説があります。
文化の拠点
　江戸時代の横山城跡には、毘沙門堂の境内に善
光寺大勧進の別荘があり、文人墨客の集まりなど
に使用されました。俳人小林一茶が訪れた記録も
あります。明治11年（1978）に出版された『善光寺
繁昌記』によると、料亭の四宜楼もそのように利
用されていました。
　明治20年（1887）には、現在の城山公民館の場所
に城山館が建てられ、公会堂として使用されまし
た。明治29年（1896）には福沢諭吉が、明治32年（18
99）には伊藤博文が、ここで講演しています。
　明治41年（1908）には城山一帯を会場に、一府十
県連合共進会という産業博覧会が開催されました。
戦後も昭和24年（1949）の平和博覧会と、昭和36年
（1961）の産業文化博覧会の会場となりました。測
候所（明治22年）、市営球場（大正15年）、NHK長野
放送局（昭和６年）なども置かれ、長野の文化の拠
点となってきました。

４月号は「長野駅周辺」の予定です。

長野信用金庫　すかい

北信濃 明治時代の風景
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段上（本丸跡）にまつられた健御名方富命彦神別神社。手前は二の丸跡
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